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大会開催のご挨拶

各位

謹啓　貴社にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 　
　平素より日本生物工学会の諸事業に格別のご高配、ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、第75回日本生物工学会大会は、2023年9月3日（日）から5日（火）の3日間、名古市千種
区の名古屋大学東山キャンパスで開催いたします。実に４年ぶりの完全な現地開催となります。
学術発表を対面形式で実施するだけでなく、ランチョンセミナー、企業展示も通常形式で実施し
ます。また、懇親会は学会創立100周年記念祝賀会として対面開催いたします。
　本大会は、学会発足101年目にあたり、まさに新たな世紀を刻む最初の大会となります。そこ
で、生物工学会大会としては、新たな試みを実施の予定です。まず、優秀な発表を行った学生に
対して「学生優秀発表賞」を授与することとしました。次に、学生会員のキャリア形成支援を目
的とした「学生のための企業研究セミナー」を企画しました。また、会員の皆様の大型国家プロ
ジェクト等の研究発表の場としてもご活用いただけるよう、共催を呼びかけさせていただきまし
た。
　初日の9月３日は午前より授賞式と受賞講演を行い、午後の初めに一部の受賞講演、そして一
般講演（一部シンポジウム）と続き、夕方より名古屋市内の東急ホテルにて懇親会（創立100周年
記念祝賀会）を行います。シンポジウムには、３件の本部企画、若手会が中心となって企画された
もの、国際シンポジウム、大型プロジェクトの研究発表会に加え、生体分子工学、微生物工学、
創薬、バイオDXなど生物工学会らしい企画が集まりましたので、幅広い分野からの参加者の来
訪が期待できます。一般講演も、全て口頭発表形式で実施します。
　会場の東山キャンパスは、地下鉄駅からのアクセスもよく、本大会は地下鉄上の道路を挟んで
立地する工学研究科の４つの建物が会場となります。展示会を開催するIB電子情報館とES総
合館は、各発表会場へのアクセス経路上にありますので、講演の合間を利用した参加者の来訪
が期待できます。
　生物工学会年次大会としましては４年ぶりの現地開催となること、オンライン配信をしないこ
と、日本各地よりアクセスしやすい名古屋の地で開催されること、懇親会が創立100周年記念祝
賀会として開催されること、上述のような新しい試みも企画されていることから、コロナ禍以前に
も増して、多くの参加者が集うことが期待されます。このビジネスと交流のまたとない機 会を活用
して頂きたく、是非とも、本大会への御出展をお願い申し上げます。なお、展示運営業 務に関し
ては株式会社エー・イー企画に委託しております。お問合わせ・お申込みは同社宛に直 接ご下命
くださいますようお願い申し上げます。

謹白

　令和5年3月

第75回日本生物工学会大会

実行委員長　堀 克敏
 （名古屋大学大学院 工学研究科 教授）



シンポジウム課題は下記の通りです
（出展の参考にして下さい）

① 創立100周年記念シンポジウム 生物工学の未来 (2050年)
第4回　—メディカル・バイオエンジニアリングの将来展望—
【本部企画】

▶オーガナイザー： 青柳 秀紀 (筑波大)，本多 裕之 (名大)，上平 正道 (九大)，竹山 春子 
(早稲田大)，吉野 知子 (農工大)，章 超 (霧島酒造)

企画委員会では100周年記念事業として、生物工学会の会員が参画でき、学会とし
ても重要なテーマ (食、環境、医療など) を対象に、産、学、官の立場から、生物工学
の未来 (2050年) を皆様で考える契機となるシンポジウムをシリーズ (全5回) で実
施する。本シンポジウムはその4回目である。今回は医療 (メディカル・バイオエンジ
ニアリング) の将来を展望する。

② KSBB-BEST-SBJジョイントシンポジウム【本部企画】《国際
シンポジウム》

▶オーガナイザー： 藤山 和仁 (阪大)，中野 秀雄 (名大)
日本生物工学会は、これまで特に韓国のThe Korean Society for Biotechnology 
and Bioengineering (KSBB) と年2回の派遣と受入を実施してきた。2020年、台湾
のBiotechnology and Biochemical Engineering Society of Taiwan (BEST) との
交流を組入れ、2022年は100周年の記念大会に、KSBB-BEST-SBJジョイントシンポ
ジウムを開催し交流を深めた。2023年度も引続き、KSBB-BEST-SBJジョイントシン
ポジウムを開催し、一層の交流と相互理解を促進する。

③ 博士人材のためのキャリアパスシンポジウム
▶オーガナイザー： 青木 航 (京大)，蟹江 慧 (近大)，曽宮 正晴 (阪大)，三浦 夏子 (大阪

公大)，徳山 健斗 (中外製薬)
学生や若手研究者などの博士人材が明確なキャリアパスを思い描くためには、先
達のキャリアパスを知ることが大きな助けとなります。しかし、そのような情報に触
れる機会はいまだ少ないのが現状です。本シンポジウムでは、産・官・学のさまざま
な領域で活躍中の若手PhDをお招きし、多様な活躍の場を一望することで、学生や
若手研究者が将来を楽しく思い描くための一助としたいと考えております。 

④ 東南アジア国際シンポジウム —東南アジアにおけるバイオテクノ
ロジーとバイオものづくりの今—《国際シンポジウム》

▶オーガナイザー：大橋 貴生 (摂南大)，尾島 由紘 (大阪公大)

東南アジア諸国連合 (ASEAN) と我が国は、アジア地域の平和と安定、発展と繁栄
のために、法の支配や民主主義といった価値を共有するパートナーとして緊密な協
力関係を長らく築いてきました。バイオテクノロジー分野では、経済成長とSDGs達
成の両立を目指した“バイオものづくり”や“カーボンニュートラル”の実現に向けて、
豊富なバイオマスや生物資源を有する東南アジア諸国とさらなる相互理解やネット
ワーク構築が重要であり、本シンポジウムでは、その機会を提供します。

⑤ 生命科学研究の革新に向けたバイオDXの挑戦
▶オーガナイザー： 濱野 吉十（福井県大）・山中 一也（関西大）

JST CRESTのバイオDX研究領域は、情報科学・工学・生命科学が三位一体となって
生命科学研究におけるデジタルトランスフォーメーション (DX) を推進する、いわば
「データ駆動型・AI駆動型」の研究によりこれまでは手が届かなかったような高度
な科学的発見を目指している。CREST本シンポジウムは、バイオDX研究領域の趣旨
や最新の研究内容を紹介することで、生物工学におけるバイオDXの可能性を探る
契機にしたいと考えている。
共催：JST・CREST「データ駆動・AI駆動を中心としたデジタルトランスフォーメーシ
ョンによる生命科学研究の革新 (バイオDX)」研究領域 

⑥ プロテインクライシスに挑む未来タンパク資源の製造・加工
技術の開発と新たな食システムの創成を目指して

▶オーガナイザー： 小川 順 (京大)，長森 英二 (大阪工大)，矢田 美恵子 (バイオインダ
ストリー協会)

喫緊の課題であるプロテインクライシスに挑むため、微生物改変技術、植物育種技
術、プラントベースフードや培養肉・微生物肉の大量培養技術、加工技術、食感・風
味改善、3Dプリンタによる加工技術、さらには未来タンパク資源の受容拡大に向け
た消費者の心理学的課題の解決など、社会実装の鍵を握る様々な技術的・社会的
課題を抽出・精査し、新たな食品システムの創成につなげたい。

⑦ 無細胞タンパク質合成系の新展開：ラボからインダストリーへ
▶オーガナイザー： 加藤 晃代 (名大)，Jasmina Damnjanović (名大)，中野 秀雄 (名
大)

無細胞タンパク質合成系は、日本で多くの先駆的な研究が行われ、数多くの大学発
ベンチャーが生まれてきた研究領域である。基礎から応用、さらには産業化へ進展
しつつある本領域の、新潮流を俯瞰し、より多くの方に興味を持ってもらえるシンポ
ジウムとしたい。

⑧ サーキュラーバイオエコノミーにむけたバイオものづくりの発展
▶オーガナイザー： 細川 正人 (早稲田大)，近藤 昭彦 (神戸大)

合成生物学を代表とするバイオものづくりは、化石資源に依存しない物質生産とし
て期待され、我が国における持続可能な開発目標の達成のみならず、将来の経済
安全保障にも深く関わる。本シンポジウムでは、サーキュラーバイオエコノミーとい
う新たな産業構造が予測されるなかで大学発スタートアップを含めた産学連携で
進められている研究動向を共有する。加えて、研究開発・社会実装に向けた政策の
観点から、日本のバイオものづくりが目指すべき方向を議論する。

⑨リグニンの利用に向けたホワイトバイオテクノロジーの潮流
▶オーガナイザー： 園木 和典 (弘前大)，政井 英司 (長岡技科大)

持続可能な社会の実現に貢献する技術の一つに、非可食バイオマスからの産業に
有用な化成品原料生産が挙げられる。本シンポジウムでは、セルロースに次ぐ賦存
量を誇りながらも、化学構造の不均一さからその利用方法が限定的である天然芳
香族高分子「リグニン」を化成品の原料へと転換する技術の創出に向けて、リグニン
の化学構造解析から化学構造の改変・均一化に向けた取組みまで、リグニンの付加
価値化に向けた研究開発事例とその展望を共有する機会を提供したい。

⑩ データサイエンスと環境バイオテクノロジーの接点
▶オーガナイザー： 簡 梅芳 (東北大)，堀 知行 (産総研)
環境バイオテクノロジーの実環境への適用には、環境・生物間相互作用への理解・
予測・制御が重要である。データサイエンスは、生態学やバイオの関連分野において
環境予測や生態観測などに役に立つことが示されてきたが、環境バイオテクノロジ
ーを含む生物工学分野における応用例は少ない。本シンポジウムでは、生態学やバ
イオ分野の第一線で活躍されるデータサイエンティストにご講演いただき、環境生
物工学の視点からデータサイエンスの適用と展望について議論する。

⑪ 酵母という生き物～生態学的ふるまいとその多様性の理解に
向けて

▶オーガナイザー： 渡辺 大輔 (奈良先端大)，清家 泰介 (阪大)

酵母とは単細胞性の真菌類の総称であり、1,500を超える多様な種が知られてい
る。酵母は、真核生物のモデルとして学術研究に用いられると共に、発酵生産をは
じめとする生物工場の宿主としても不可欠である。ところが、人類に発見・利用され
ていない種も含め、酵母がどのようにふるまい適応しているのかに関する「真の生
態」については未知な点が多く残されている。本シンポジウムでは、フィールド研究
から分子生物学的解析・オミクス解析に至る幅広い手法により明らかにされた、酵
母の「生き物」としての多様性に関する新たな気付きを与えることを目的とする。



⑫ 森も木も見る微生物研究：連携による集積知
▶オーガナイザー： 阿座上 弘行 (山口大)，野村 暢彦 (筑波大)

持続可能社会の実現に向け、利用価値の高い微生物の獲得熱が高まっているが、
微生物に対する研究手法は多様化かつ専門的になっている。このような中で、SDGs
の達成に貢献できるブレイクスルー技術の確立には、研究者間にとどまらず、組織
的な連携が求められる。国内には、独自の有用微生物資源や専門技術を有する微
生物研究機関が幾つかあるが、既に機関連携が始まっているものや始まろうとして
いるものもある。本シンポジウムでは、それぞれの強みを持つ研究機関の連携によ
って見えてくる新たな微生物による生物工学研究の新展開について議論したい。

⑬ INTPART-MISC国際ジョイントシンポジウム《国際シンポジウ
ム》

▶オーガナイザー： 吉本 将悟 (名大)，中谷 肇 (名大)，堀 克敏 (名大)

微生物の付着は、宿主へ感染やバイオフィルム形成などの原因となる一方で、排
水処理やバイオリアクターではプロセスの効率化のため活用されており、幅広い
分野で重要な現象である。本シンポジウムはINTPART-MISC (Microbial Surface 
Colonizationに関するノルウェー-中国-日本の三カ国間交流プログラム) の協賛と
して使用言語を英語とすることで、本分野について多様な観点から演者や聴衆が議
論できる場を提供する。
共催：INTPART-MISC

⑭ 多様な生体分子を基盤とした分子ピタゴラ装置の創出《国際
シンポジウム》

▶オーガナイザー：本田 孝祐 (阪大)，木賀 大介 (早稲田大)，松浦 友亮 (東工大)
合成生物学の発展に伴い、天然の生物機能の再現にとどまらない新規で有用な生
体分子マシナリーの構築を目指す研究が活発化している。本シンポジウムでは、各
種の生体分子に合成化学・材料科学・計算科学・電気化学から提供される多様な素
材や手法を組み合わせ、天然には存在しないユニークな分子マシナリー (分子ピタ
ゴラ装置) の創出に取り組む研究者ら取り上げる。国内ならびにアジアを中心とした
諸外国より関連分野の研究者を招へいし、それぞれの研究事例について学ぶととも
に新たな着想を得るための議論の場とする。

⑮ 未知の生命情報を獲得するためのバイオ分子ツールの設計
と機能創出

▶オーガナイザー： 山口 哲志 (東大)，神谷 典穂 (九大)，座古 保 (愛媛大)

データサイエンスの発展に伴い、生命システムに関わる膨大な情報が、医療や産業
に利活用され始めている。このような潮流において、重要な生命現象や疾病に関わ
るこれまでに獲得できなかった情報を得る新しい技術がますます重要となってい
る。そこで、本シンポジウムでは、未知の生命情報を獲得するためのバイオ分子ツー
ルを設計・創出して、分子や細胞を時間的・空間的に制御し、選択的に可視化する技
術について、最新の研究成果と今後の展望について議論する。

⑯ 微生物炭素固定代謝の多様性に基づく合成生物学
▶オーガナイザー： 跡見 晴幸 (京大)

いままでの微生物を用いた代謝工学・合成生物学は主として糖質化合物を基質と
して進められてきた。本シンポジウムでは微生物代謝の多様性を念頭に、二酸化炭
素・メタン・メタノールなどに代表されるC1化合物を炭素・エネルギーの基質として
利用できる微生物に焦点を当て、それらの特異な代謝とその利用に関する研究例
を紹介する。今後の展開を議論・整理することにより、炭素固定代謝に基づいた新し
い合成生物学のプラットホームを築く。

⑰ 高分子医薬品モダリティーの創薬と製剤を加速する未踏分析
技術へのグローバルな挑戦

▶オーガナイザー： 松田 史生 (阪大)，内山 進 (阪大)，馬場 健史 (九大)
近年、最先端のバイオサイエンスとテクノロジーは高性能化された革新的分析・計
測技術のもとで生み出されているが、未踏の研究領域を切り拓くためのさらなる分
析・計測技術の進化への期待も大きい。そこで本シンポジウムでは、特に創薬・製剤
分野でのニーズが高いタンパク質などの”生体分子を観察する”技術を対象として、
日本生物工学会が持つ先駆的な研究ニーズと、分析機器メーカが有する最先端分
析・計測シーズに関わるアカデミア研究者と企業技術者の講演および議論を通じ、
世界に勝てる最先端の研究開発と、その実現に必要な計測技術開発との幸せなコ
ラボレーションの可能性を議論する場としたい。

⑱ 下面発酵酵母のすべてを理解するために
▶オーガナイザー： 野田 陽一 (東大)

下面発酵酵母は、世界のビール製造の90%以上を占めるピルスナータイプのビー
ル製造に用いられているビール酵母の一種である。2種の酵母のハイブリッドであり
複雑な染色体構造を持つため、安定なビール品質を維持するために，またハイブリ
ッド形成による進化に関する知見を得るために，この酵母の染色体の動態や各機能
の理解を深めることは重要である。そのためにビール会社と大学の連携は基礎、応
用の両面において極めて有意義であり、本シンポジウムでは産学の研究成果を紹
介する。

⑲ セルインダストリー発展に向けた細胞製造工学の進化
～世界をリードする細胞製造を目指して～

▶オーガナイザー： 宮本 義孝 (国立成育医療研究センター)，堀江 正信 (京大)，加藤 竜
司 (名大)

ヒト細胞を大量製造する科学と技術の発展は、再生医療や幹細胞科学の社会実装
と産業化の実現において必須であると共に、未だ学問的全体像が確立されていな
い開拓途上の生物工学分野である。本シンポジウムでは、「細胞製造工学」における
先端的取り組み (先端技術、プロセス開発コンセプト、国際標準化) を紹介すると共
に、日本が世界競争力を持つために開発・研究が必要な学問的要素を明確化し、生
物工学の可能性を議論する。

⑳ 合成生物学が切り拓く次世代型天然物創薬
▶オーガナイザー： 恒松 雄太 (名大)

ポストゲノム時代の今、天然物生合成研究は急速に発展しており、人為的な生合成
改変、非天然型新規化合物の創出、コンビナトリアル生合成による化合物ライブラ
リーの構築、制御因子・低分子エリシターなどによる二次代謝の人為制御、希少有
用物質の安定供給など合成生物学的アプローチが実用的なレベルに達しつつあ
る。本シンポジウムでは、これら研究の最前線、および、深化した生合成系デザイン
技術を用いた有用分子の開発、すなわち次世代型天然物創薬樹立に挑戦する若手
研究者を中心とするシンポジウムを企画した。

㉑	データ駆動型研究が導く未培養微生物 (微生物ダークマター) 
の開拓と展望

▶オーガナイザー： 青柳 秀紀 (筑波大)，堀之内 貴明 (産総研)

自然界の微生物の99%以上は培養化されておらず、未利用のまま存在している。
これらの解明や利活用ができれば、医薬、環境、発酵、食品など様々な分野で多大
な貢献が可能であり、今後の生物工学分野の発展の鍵といえる。近年の大規模計
測や情報解析技術の革新は、これまでの仮説検証型の研究スタイルに加え、新た
にデータ駆動型の研究スタイルを可能としており、未培養微生物 (Microbial dark 
matter) 分野は新たな局面を迎えている。本シンポジウムでは、大規模計測とデー
タサイエンスを基盤としたデータ駆動型研究による未培養微生物の開拓や機能解
明に取り組む気鋭の研究者を学会内外より招聘し、研究成果の紹介と将来の展望
を議論する。

㉒	醸造・発酵の新たなブレークスルーに向け【本部企画】
▶オーガナイザー： 山田 翼 (菊正宗酒造) ，秦 洋二 (月桂冠) ，章 超 (霧島酒造) ，安原 
貴臣 (アサヒクオリティーアンドイノベーションズ)

醸造・発酵技術は、わが国で長年にわたって蓄積されてきた貴重な技術資産であるが、
近年新たなブレークスルーに向けた研究開発が進められている。創立101周年を迎え
る生物工学会において、さらなる産学連携の強化を図るため、当該分野の最新の技術
開発成果を講演していただく。



展示会場小間割図（予定）
（東山キャンパス IB 電子情報館、ESホールロビー、ES会議室）
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出品要綱

電力（100V）ご使用の場合、電源仮設工事費および消費電力料金は出品者の負担になります。料金は
下記の通りです。
　500Wまで/￥33,000       501W以上1KWまで/￥38,500
※ ただし、1KW以上ご使用の場合は、1KW増すごとに￥16,500を加算させていただきます。
※200V（三相・単相）をご使用の場合は、別途仮設となり割高になりますのでご了承ください。料金は
会期後にご請求いたします。

小間規格と出品料金

会　期

会　場

2023年	 9月3日（日）10 : 00 〜 17 : 30
9月4日（月）  9 : 00 〜 17 : 30
9月5日（火）  9 : 00 〜 14 : 00

名古屋大学 東山キャンパス IB電子情報館 ・ ES総合館
（名古屋市千種区不老町）

◎	小間サイズ：出品台のみ
◎	セット内容：出品台（W1,800×D900×H700mm、白布にて
台上を覆い、腰は青色系の布で覆います）
社名板付、折りたたみイス 1脚

220,000円
（小間料金￥200,000＋消費税￥20,000）

33,000円
（小間料金￥30,000＋消費税￥3,000）

◆ Aタイプ（機器・試薬等）

◆ Bタイプ（書店、出版社のみ）

電力料金 （料金には消費税が含まれております）

※予定です。

◎	小間サイズ：W1,980×D990×H2,500mm
◎	セット内容：バックパネル（蛍光灯40W、社名板付）、イス1脚、
出品台（W1,800×D900×H700mm、白布にて台上を覆い、腰
は青色系の布で覆います）

◎	システムパネル（オクタノルム式）を使用
 （白系ビニールコーティング合板システム）
釘打ち、穴あけ、ピン等の取付け、表具等の加工はできません。
パネル等の取付けは、専用チェーンにてお願い致します。

◎	パネルの色変更は、カッティングシートにて可能です。
事前にご連絡ください。

◎1小間当たり1名懇親会に招待いたします。



細部につきましては、後日出品者にご通知申し上げます。
　搬　入　2023年9月2日（土）　　14 : 00 〜 18 : 00 まで
　搬　出　2023年9月5日（火）　　14 : 00 より

(1) 申 込 方 法	 大会HPまたは以下URLの申込フォームよりお申込みください。
https://www2.aeplan.co.jp/sbj2023annai

(2) 申込締切日	 2023年6月30日（金）
※小間数に制限がありますので、お早めにお申込みください。

(3) お問合わせ	 株式会社 エー・イー企画
第75回日本生物工学会大会展示会係　担当 : 関根一成
〒101-0003  東京都千代田区一ツ橋2-4-4 一ツ橋別館4F

電話 03-3230-2744（代表）　FAX 03-3230-2479
	E-mail：sbj2023@aeplan.co.jp

(4) 振 込 銀 行 	 みずほ銀行　九段支店	普通	3248682　第75回日本生物工学会大会

出品申込方法

出品申込みを受付後、出品物の種類・形状・重量・小間数などを考慮の上、出品者にご通知申し上げます。出
品者説明会は行いませんのでご了承ください。

小間の割当て

各出品物の管理は出品者が責任をもつものとし、展示期間中の出品物の盗難・紛失・火災・損傷など、不可
抗力による出品物の損害に対して、補償などの責任は一切負いませんのでご了承ください。

出品物の管理

出品物の搬入・搬出

申込みの際は下記ポリシーにご同意いただいたうえでお申込みください。申込み受理後は、主催者が不可抗
力と認めた事故以外は原則解約することはできません。主催者が解約を認めた場合でも、解約理由を書面
にてお送りいただき、受領した日を基準として解約料金をお支払いください。

※解約料金
●申込み締切日以前に受領した場合…請求額の50％をお支払いください。
●申込み締切日以後に受領したz場合…請求額の全額をお支払いください。
●天災・その他のやむを得ない事情、 並びに主催者の責任に帰し得ない原因により、大会および展示会等の
開催を変更・中止する場合があります。この変更により生じた協賛各社の損害は補償できかねます。

●前述の原因により開催中止を決定した場合には、主催者は協賛各社に対し、会期前に納入された協賛費
から準備費用を除いた金額を算出し、ご返金致します。

キャンセルポリシー



会場案内図

　交通アクセス

〒464-8601 名古屋市千種区不老町

最寄駅	 所要時間

 名古屋大学駅（地下鉄名城線） 	  （名古屋大学駅下車すぐ）

名古屋大学 東山キャンパス

●  一般講演・シンポジウム
　  IB 電子情報館中棟・東棟，ES 総合館，オークマ工作機械工学館，工学部 1 号館

●  授賞式・受賞講演
　  IB 電子情報館東棟， IB 大講義室

●  授賞式・受賞講演
　  IB 電子情報館東棟， IB 大講義室


